
会計名 前年度予算額
当初予算額

増減額 伸率
骨格 肉付（第１号） 合計

水俣市一般会計 15,966,000 17,171,000 112,932 17,283,932 1,317,932 8.3%

令和８年３月定例会 水俣市一般会計予算の概要

（単位：千円）

議第 ９号 令和８年度水俣市一般会計予算

議第２３号 令和８年度水俣市一般会計補正予算（第１号）



１ 将来の水俣を見据えた４つのビジョンを実現するための事業

１億９，３８０万８千円

・「活力生まれる水俣」推進事業 ７８,３３０千円

・「選ばれる水俣」推進事業 ６６,４９２千円

・「世界へつながる水俣」推進事業 ３４,０８５千円

・「外貨を稼ぐ水俣」推進事業 １４,９０１千円

２ 今を生きる市民の生活を支える事業

１１９億６６万１千円

令和８年度当初予算案のポイント



令和８年度 将来の水俣を見据えた４つのビジョンを実現するための事業

ツーリズム（観光・旅行・体験）
スポーツ（大会・合宿・レクレーション）

デジタル化した社会に
対応した環境

豊かな自然
海・里山・川・温泉(湯の児・湯の鶴)

豊かな自然やデジタルインフラ等
を生かして、生活の拠点や働く場
として人や企業の定着を目指す

(1) プログラミング人材育成事業【地域振興課】 9,313千円
(2) 産業人材育成事業【経済観光戦略課】 4,580千円
(3) 移住定住促進事業【地域振興課】 34,153千円(拡充·P1)
(4) 学力向上推進事業【教育課】 11,440千円
(5) 窓口業務のデジタル化推進事業【市民課】 7,006千円

×

(生活拠点・ビジネスの場として)

選ばれる水俣
優れたスポーツ資源
エコパーク・総合体育館等

人・モノが集まる場を創出し、経済
効果を生み出すとともに、市民の喜
びや誇り（活力）を生み出す

(1) 地域商工業振興事業【経済観光戦略課】 42,450千円
(2) 道の駅の魅力維持向上事業【経済観光戦略課】 3,674千円
(3) 観光プロモーション強化事業【経済観光戦略課】 8,295千円
(4) 観光振興推進体制強化事業【経済観光戦略課】 10,000千円
(5) スポーツコミッション事業【スポーツ推進課】 6,802千円
(6) ニュースポーツ推進事業【スポーツ推進課】 1,017千円
(7) みなスポプロデュ－ス事業【スポーツ推進課】 6,092千円

×

(経済・市民に)

活力生まれる水俣

国際的な知名度
地場企業の優れた技術

大手国外企業の県内進出を
はじめとした社会情勢

海外に向けた戦略的アプローチ
により、『資本・人材・智』の流入を
拡大させる

(1) 国際交流推進事業【地域振興課】 7,014千円(拡充·P2)
(2) 水俣環境アカデミア活動推進事業【地域振興課】 4,727千円(拡充·P3)
(3) 海外トップセールス事業【市長公室】 3,071千円
(4) グローバル人材育成事業【地域振興課】 11,802千円
(5) スポーツ国際交流事業【スポーツ推進課】 2,221千円
(6) インバウンド等誘客推進事業【経済観光戦略課】 5,250千円

×

世界へつながる水俣

66,492千円78,330千円

34,085千円

(1) 稼げる水俣農業推進事業【農林水産課】 7,401千円(拡充·P4-5)
(2) 事業者支援事業【経済観光戦略課】 7,500千円

外貨を稼ぐ水俣

人・企業が市外でも収益をあげ、
積極的に市内で消費することで、
市内経済の成長を促す

水俣に住みながら
市外で所得獲得

恵まれた交通インフラ
九州新幹線・高速道路

×14,901千円



令和８年度 今を生きる市民の生活を支える事業

(1) 妊婦健康診査事業【いきいき健康課】 24,455千円(拡充·P6)
(2) 利用者支援事業（妊婦等包括相談支援事業）

【こども子育て課・いきいき健康課】 2,637千円(新規·P7)
(3) 子育て短期支援事業【こども子育て課】 5,258千円(拡充·P8)
(4) 子どものための教育・保育給付負担金【こども子育て課】

1,132,761千円(拡充·P9)
(5) 地域生活支援事業【福祉課】 60,555千円(新規·P10)
(6) 健康診査事業【いきいき健康課】 27,131千円(拡充·P11)

など
※国民健康保険特別会計
(1) 特定健康診査等事業費【市民課・いきいき健康課】41,932千円(拡充·P11)
(2) 国民健康保険保健事業【市民課・いきいき健康課】11,127千円(拡充·P11)

保健・医療・福祉分野

(1) 学校給食費補助事業【教育課】 93,927千円(拡充·P12)
(2) 総合的な学習の時間推進事業(中学校)【教育課】 2,163千円
(3) 水俣高校支援事業【地域振興課】 3,660千円(拡充·P13)
(4) スポーツキッズサポーター関連事業【スポーツ推進課】

29,463千円
(5) 文化会館整備事業【教育課】 180,986千円
(6) 徳富蘇峰・蘆花施設管理運営事業【教育課】 20,288千円

など

教育・文化分野

(1) もやい推進事業【環境課】 61,350千円(拡充·P16)
(2) 水俣病関係情報発信事業【環境課】 66,983千円(拡充·P17)
(3) 橋りょう整備事業【土木課】 306,722千円
(4) コミュニティバス等運行事業【地域振興課】 158,141千円
(5) 地域防災組織育成事業【危機管理防災課】 4,878千円
(6) 防災関係経費【危機管理防災課】 9,928千円

など

生活基盤・環境分野

6,842,315千円 1,321,538千円

3,218,866千円

(1) 企業支援事業【経済観光戦略課】 13,911千円
(2) 新規就農者育成総合対策事業【農林水産課】 29,993千円
(3) 有害鳥獣駆除事業【農林水産課】 11,262千円(拡充·P14)
(4) 熊本県特定鳥獣適正管理事業【農林水産課】 6,240千円(拡充·P15)
(5) 森林環境保全整備事業【農林水産課】 22,690千円
(6) 恋路ブランド推進事業【農林水産課】 2,909千円

など

経済・産業分野 517,942千円



 事業概要
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子どものための教育・保育給付負担金（こども子育て課）

■予算規模
前年度 1,007,447,000円
今年度 1,132,761,000円
増 額 ＋ 125,314,000円（約12.4％増）

■こども誰でも通園制度（拡充）
事業費 1,308千円
保護者の就労要件等を問わず、月１０時間利用可能
こどもの育ちの機会確保・保護者の孤立防止を目的
本市では『余裕活用型』を主体として実施。
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有害鳥獣駆除事業

鳥獣による農林業に対する被害が深刻な状況であることに鑑み、捕獲・駆除による被害防止の施策を行う。
●報酬（鳥獣被害対策実施隊員報酬）
●需用費（消耗品費）
●負担金、補助金及び交付金
水俣市有害鳥獣被害防止対策協議会負担金：協議会の事務に必要な印紙代、口座振込手数料
有害鳥獣駆除事業費補助金：鳥獣被害対策実施隊（猟友会）が行う一斉捕獲活動等への補助金
狩猟免許取得費補助金：新規に狩猟免許を取得した者への補助金
鳥獣被害防止緊急捕獲対策補助金：有害鳥獣を捕獲した者への補助金（報奨金）

令和８年度予算額11,262千円
[農林水産課]

１ 概要

鳥獣被害防止緊急対策補助金の増額
●令和7年度（当初）8,223千円→ 令和8年度（当初）11,262千円

３ 対応

鳥獣被害防止緊急捕獲対策補助金：イノシシ・シカ 成獣 5,000円/頭、幼獣4,000円/頭 アナグマ2,000円/頭
●近年、有害鳥獣の捕獲数が増加しており、特にシカの数が急増している。
令和5年度：イノシシ340頭、シカ1,106頭、アナグマ101頭
令和6年度：イノシシ561頭、シカ1,830頭、アナグマ149頭
令和7年度（見込）：イノシシ427頭、シカ2,610頭、アナグマ101頭

※シカ捕獲分の一部は熊本県特定鳥獣適正管理事業にて対応

２ 現在の状況
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熊本県特定鳥獣適正管理事業

特定鳥獣（シカ）による農林業被害や森林生態系への影響を軽減するため、捕獲者に対し、補助金（報奨金）を交付する。
●シカ成獣 5,000円/頭、幼獣4,000円/頭
●捕獲者に補助金（報奨金）を交付する市町村に対し、県が予算の範囲内で補助金を交付する。（1,000円/頭）

令和8年度予算額6,240千円
[農林水産課]

１ 概要

特定鳥獣適正管理事業補助金の増額
●令和7年度（当初）：4,300千円（860頭）→令和8年度（当初）：6,240千円（1,248頭）
●県補助金 令和7年度（当初）860千円→ 令和8年度（当初）1,248千円

３ 対応

●芦北地域（水俣市・芦北町・津奈木町）でのシカの推定生息数は、令和元年度は約11,660頭であったが、令和5年度には17,644頭と
急増している。

●令和6年度では特定鳥獣で942頭、全体で1,830頭を駆除しており、令和7年度では全体で2,600頭台が見込まれる。

２ 現在の状況
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令和８年度一般会計当初予算 記者説明資料 もやい推進事業（水俣病公式確認７０年地域提案事業補助金）  

 

◆予算額：６０，６００，０００円（県予算額により増減の可能性あり） 

◆内容（熊本県の要項等の整備が３月１８日の県議会終了後のため、変更の可能性あり。） 

水俣病の公式確認７０年にあたり、環境省、熊本県が実施予定の水俣病公式確認７０年地域提案事業補助金（事業費の９割補助）に

対して、水俣市が上乗せ補助（事業費の１割補助）を行うもの。 

◆対象（県要項により変更の可能性あり） 

水俣市に事務所を置く団体が行う、次の事業（個人は対象外） 

・水俣病発生地域の再生・融和に資する取組みで、地域内外に向けた情報発信効果が高いと認められること 

・平成１８年の「水俣病公式確認５０年事業の基本的方向について」で示された以下の４つの柱のいずれかに基づいた取組みである

こと 

    〇水俣病により犠牲になった方々を慰霊する取組み【慰霊】 

    〇水俣病問題をそれぞれの立場から回顧し、その経験・教訓を後生に活かす取組み【教訓】 

    〇水俣病被害者等の社会活動等支援や地域福祉社会づくりに向けた取組み【福祉】 

    〇もやいづくりとそれを踏まえた地域の振興を推進する取組み【もやい】 

 

                                  

【環境課】 

-16-



水俣病関係情報発信事業

１ 事業概要
・水俣病関係資料の収集・保存管理を進める

・水俣病関連資料を活用した水俣病問題や環境問題についての情報発信機能のさらなる強化を図る

令和８年度予算額66,983千円
【環境課】

２ 実施内容【新規】
・新展示スペースの展示整備（予算額44,470千円）

現在の展示と連携しながら、水俣の過去から現在への

変化と水俣病とのつながりを知ることで、身近な問題と

して感じ、より深く水俣病の歴史や教訓を理解していた

だくための新展示スペースの展示を整備する

・館内展示多言語解説システム整備（予算額5,921千円）

館内展示を観覧する様々な人たちが展示内容をより深

く理解できるよう、多言語での音声、文字情報での展示

解説を行うシステムを整備する

３ その他関連事業（予算額16,592千円）

・水俣病関係資料の収集・収蔵資料の整理保存

・データベース管理（写真・資料の整理、登録作業）

・語り部ＤＶＤの製作

・関係施設視察・研修参加

・水俣病関連資料の作成

・水俣病資料館企画展の実施

・サテライト展の実施
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